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精神障害者地域生活支援 
とうきょう会議 
運営委員会 議案 
 
期日：2012 年 7 月 20 日（金） 
時間：19:00～22:00 
場所：すぎなみ１５１ 
司会：鈴木卓郎     記録：丹菊敏貴 
参加者：運営委員 17 名中 11 名、監事 2 名中 0 名、会員 5 名 計 16 名 
運営委員（出席者は氏名の前に○） 
○ 小見山 政男 ○ 田中 直樹 ○ 鈴木 卓郎 ○ 佐藤 あゆみ 
○ 丹菊 敏貴  東 貴宏 ○ 今村 まゆら  勝又 利恵 
○ 金川 洋輔  小宮山 郁夫 ○ 近藤 淳  斎藤 隆彦 
 佐野 澄子 ○ 瀬川 聖美  西根 博貴 ○ 蓮沼 和音 
○ 半田 佳子       
監事 
 伊藤 善尚  寺田 悦子     
会員 
○ 菊池 ○ 岩見 ○ 仲居 ○ 亀山 
○ 樋口       
        

 
 
1. 運営委員会の運営について提案と検討依頼 
担当：丹菊敏貴（事務局） 
【提案と検討依頼】 
 これまでの運営委員会の運営について、次のような課題が挙げられるのではないかと考えていま

す。 
（１）運営委員会の終了時間が遅くなる傾向があります。 
（２）運営委員会の終了時間が遅くなる要因としては： 
 a) 開催時間に運営委員が揃わず、開始時間が遅れていると思われます。 
 b) 検討・決定事項のほか、報告に時間を要していると思われます。 
（３）より重要な検討事項・決定事項に充分な時間をとることができていないように思われます。 
（４）口頭による報告を会員が読んでもわかるような議事録に再現することが難しく、その為、議

事録の取りまとめに支障を来たしていると思われます。 
 
 これらの認識については、運営委員の皆様からご意見をいただき、整理が必要だと考えますが、

改善方法として、次の点を提案いたしますので、ご検討ください。 
 
（１）報告事項は、会員 ML に事前に流していただき、運営委員会では、それについての補足説明

にとどめる。（こうすることで、会の活動内容を適時に会員に伝えることも可能となります。） 
（２）運営委員会議事録の報告欄には、（１）で会員 ML に流された報告をそのまま再掲する。 
（３）検討・決定事項の提示は、運営委員会開催日までに、運営委員会 ML に流していただき、原
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則として事前に提示された事項について、運営委員会で検討・決定を行うようにする。 
（４）運営委員会では、検討・決定事項について、より多くの時間を割けるようにする。 
（５）検討・決定事項の議事録は、その「項目」、「検討の要旨」及び「結論」を簡潔に記録するよ

うにする。 
 
【検討の要旨】 
 開催時間については集まるのを待たずに開始するようにする。 
 終わり時間、例えば 21 時に終わることを目途として進行する。 
 参考として、センター部会の場合は、1～2 週間前までに各部署から議案を提出してもらい、事

務局が事前にセンター部会世話人に流している。 
 現在使っている議案のフォーマットを運営委員会 ML に流し、検討事項がある人は、そのフォー

マットに記載して運営委員会 ML に流せばよいのでは。事務局は印刷をすればよいだけの状態にす

る。 
 
【結論】 
①検討・決議事項については、事務局が運営委員会終了後、次回の検討事項集約のための議案のフ

ォーマットを運営委員会 ML に流し、運営委員で検討・決議事項があれば、各担当者がそのフォー

マットに記入の上、運営委員会 ML に流す。締め切りは、原則次の運営委員会の 1 週間前とする。 
②報告事項は、各担当者が適時に会員 ML に流し、運営委員会議案書には、その Data を再掲し、

運営委員会当日に補足説明を行う。 
③運営委員会の開始は、原則予定時刻に始めることとし、遅くとも 10 分経過後には、議事進行を

開始する。 
 
2. 都精民協担当者の役割と位置づけのし直し 
担当：丹菊敏貴（事務局） 
【提案と検討依頼】 
 これまで、都精民協には、センター部会と 3 つのブロックから担当者を出席させるようになって

いましたが、担当者の多くがセンター部会から出ているという偏りが見られるように思われます。 
 ブロック活動の枠が廃止されたこともあり、各ブロックからの出席という形態もとることができ

なくなっています。 
 また、これまで都精民協への出席ということが役割になっていたかと思われますが、対都関連の

活動をするという役割の整理をしてもよいのではないかと考えますので、ご検討ください。 
 例えば、「対都関連委員会」という位置づけにし、これを中心に対都関連の活動をお任せし、運

営委員会の役割から分離させるというようなことも考えられるのではないかと考えています。 
【結果】 
 現在都精民協に出席している担当者が今後も継続して参加することになりました。 
 その他の検討点については、保留とすることになりました。 
 
3. 平成 24 年度の会費徴収事務 
担当：丹菊敏貴（事務局） 
【報告】 
 前回の運営委員会では、7 月上旬には会費の請求書を発送する予定を立てていましたが、誠に申

し訳ないことに、まだ会費請求事務に着手できず、1 か月の遅れが生じています。 
 目途としては、8 月上旬に会費請求書を発送できるよう作業をすすめる予定でいます。 
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【結果】 
 運営委員で現状の共有をしました。8 月上旬に会費請求書が発送されるよう事務局で事務を進め

ることになりました。 
 
4. 法人設立に向けて 
担当：丹菊敏貴（事務局） 
【検討依頼】 
 法人設立に向けて、今回の運営委員会で具体的に次の点についてご検討下さい。 
（１）会の目的、役割、位置付けの捉えなおし 
 （参考）現在の会員規約の会の目的は次のようになっています。 
「この会は、精神障害者の地域生活にかかわる支援者の会として、東京における生活支援モデルの

確立をめざし、さまざまな立場を超えて広く連帯することで、すべての人の「生存の平等」を実現

することを目的とする。」 
（２）設立時社員の人選 
（３）設立時役員の種類 
（４）設立時役員の人選 
（５）設立時代表理事の人選 
（６）法人設立後の理事会と運営委員会の分化 
（７）担当役員制（会計担当役員、運営委員会担当役員、等） 
（８）事務局を役員職から外すこと 
（９）主たる事務所の所在地の選定 
（１０）上記決定後の法人設立準備委員の構成（案） 
 準備委員（事務方）＋ 設立時社員 ＋ 設立時役員（場合によっては＝設立時社員） 
【結果】 
（１）会の目的、役割については、次回の運営委員会で持ち寄る 
（２）理事会と監事を設置する機関構成とすることになりました。 
（３）法人化準備委員会で定款案を作り、具体的に中身の検討を運営委員で行うことになりました。

この検討に当たっては、運営委員会とは別に作業日を作ることになりました。 
 

5. その他 （各部会報告・連絡等） 
◆相談支援従事者研修事業 
 オラクル助成金は落選した。 
 丸紅 10 月中旬に結果がでる。 
 7 月 26 日に、東京都の計画課に行き指定申請書類を提出する予定。 
 とうきょう会議が開催する相談支援従事者初任者研修は 9 月 1 日募集を行う予定。告知の方法は

とうきょう会議会員 ML にて発信を予定している。 
 研修は、全 9 日間の日程でカリキュラムを組むことになっている。第 1 日目は 10 月 20 日（土）、 

最終日は 1 月 12 日 
 研修費参加料は 15,000 円を予定している。 
 研修規定を作ることになっている。 
 研修の受入定員は 50 名を予定している。 
◆小規模作業所法内化総合推進事業 
 今期は育成会が中心に進めている。 
 事業所間体験研修の受け入れ事業所を募ることになっています。希望アンケートが後日流れる予
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定。 
◆東京都自立支援協議会 
 進展なし。9 月 8 日に第 1 回の協議会が開催されます。 
◆東部ブロック 
① 7 月 14 日（土）14:00～16:00 に、豊島区民センター5F 音楽室にて、第 1 回定例会として「計

画相談ってなに？～計画相談で通所事業所は何がもとめられるか？～」というテーマで開催しまし

た。 
 講師として、厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部・障害福祉課地域移行・障害児支援室 
の相談支援専門官である遅塚昭彦氏をお招きして講演していただきました。 
 103 名の参加がありました。 
 
② 東部祭りとして、日立ソリューションの協力のもと、社内販売会を今年度も行います。今年は

2 回行う予定です。 
 10 月 9 日に第 1 回を行います。この回では、日立ソリューションだけでなく、近隣の EON,楽
天などの企業も参加して行います。今回は東部ブロックだけでなく、品川の社会福祉協議会にも声

をかけることになっています。 
 2 回目は 2 月の予定です。日程はまだ決まっていません。日立ソリューションにて講演会をやり

ながら、その後ろで参加事業所が販売を行う形態です。 
③ 世話人会で、研修会をやった後に、報告を会員 ML に流したほうがよいか。 
 → 簡単な報告は流したほうがよい。 
 東部ブロックから、これまで運営委員に蓮沼と齋藤が出席していましたが、今回から樋口さんも

出席することになりました。 
◆スポーツ企画部会 
 2012 年東京都障害者スポーツ交流祭第 29 回バレーボール大会の報告です。対戦結果等は配布資

料の通りです。 
 参加チーム数 62 チーム、出店のみの参加を含む参加事業所数は 87 事業所でした。 
◆広報部会 
◆研修部会 
 第 2 回事事検は「虐待防止法」について開催する予定です。早稲田大学の岩崎先生をお招きする

予定です。詳しい日程・会場は未定です。 
◆調査部会 
 特になし 
◆センター部会 
 次回のセンター部会は池田開館で 7 月 26 日の予定です。 
 計画相談に関する自治体状況調査をセンター部会内で行っています。 
◆都精民協担当 
 次回の都精民協は 8 月 22 日（水）18:15 からです。 
◆その他 
 東部ブロックから参加することになった樋口さんを運営委員として追加承認されました。 
 
次回の運営委員会 8 月 24 日（金）19：00～ 場所：すぎなみ１５１ 
以上 


